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Abstract: We examine contents of the inscriptions on all of the stone monuments related to flood or debris flow disasters 
in Hiroshima Prefecture, southwest Japan. Because it is difficult for people today to understand the meaning of the 
inscriptions, which were written in classical Chinese, we translate those in modern Japanese. At least 38 monuments were 
erected in Hiroshima Prefecture during the 106 years between 1909 and 2015. The contents of inscriptions from before 
World War II and during the war include plentiful information related to the process of erecting the monument, and details 
on disaster damage and restoration work. The contents inscribed on the monuments built after the war have mainly 
eulogized disaster victims or memorialized restoration work, and include only brief information on disaster damage. 
These monuments have the potential to inform local people about the situation and areas affected by past disasters. This 
research contributes to education for disaster prevention by increasing awareness of past disasters.





































































1 水害之碑 広島市安芸区矢野東五丁目　 34°21’11.84 132°32’09.67 漢文 1909 年 1907 年 7 月 15 日 洪水・土石流 64
2 水害碑 安芸郡坂町坂東二丁目 34°20’27.89 132°31’05.92 漢文 1910 年 1907 年 7 月 15 日 洪水・土石流 2
3 水害碑 安芸郡坂町小屋浦四丁目 34°18’12.06 132°30’43.67 漢文 1910 年 1907 年 7 月 15 日 洪水・土石流 44
4 報恩 安芸郡坂町小屋浦四丁目 34°18’12.06 132°30’43.67 漢文 1911 年 1907 年 7 月 15 日 洪水・土石流 44
5 災害の碑 広島市安佐南区相田二丁目　 34°28’23.41 132°27’03.17 漢文 1918 年 1916 年 9 月 6 日 洪水 4
6 日親聖人小松原説法霊跡
復興記念碑
福山市草戸町二丁目 34°28’48.94 133°21’23.51 漢字＋カナ 1927 年 1919 年 7 月 5 日 洪水 17
7 水害紀念碑 広島市安佐北区可部二丁目 34°30’54.58 132°30’44.89 漢文 1930 年 1928 年 6 月 24 日 洪水 －
8 水害碑 広島市東区温品 34°24’50.87 132°30’38.88 漢文 1930 年 1926 年 9 月 11 日 洪水・土石流 4
9 畑賀村水害碑 広島市安芸区畑賀 34°23’40.24 132°33’01.91 漢文 1930 年 1926 年 9 月 11 日 洪水・土石流 36
10 丁未水害之碑 安芸郡海田町寺迫 34°22’17.40 132°33’03.42 漢文 1931 年 1907 年 7 月 15 日 洪水・土石流 67
11 伴安水災復興碑 広島市安佐南区長楽寺二丁目 34°28’12.22 132°25’48.54 漢字＋カナ 1932 年 1928 年 6 月 24 日 土石流 2
12 昭和 7 年災害復旧記念碑 三次市作木町 34°51’56.20 132°42’49.21 漢字＋カナ 1936 年 1932 年 7 月 13 日 洪水・土石流 －
13 水害記念碑 広島市安芸区中野一丁目 34°23’08.02 132°33’28.44 漢文 1935 年頃 1926 年 9 月 11 日 洪水・土石流 36
14 瀬川卯一翁彰徳碑 広島市安佐南区山本七丁目 34°26’19.18 132°26’37.14 漢字＋カナ 1943 年 1926 年 /1928 年 洪水・土石流 24
15 水害記念碑 安芸郡府中町宮の町 34°23’47.36 132°30’33.66 漢字＋カナ 1944 年 1926 年 9 月 11 日 洪水・土石流 4
16 水害死歿者　供養塔 廿日市市宮浜温泉一丁目 34°16’24.85 132°15’24.44 漢字＋カナ 1945 年 1945 年 9 月 17 日 土石流 156
17 碑名なし 廿日市市宮島町 34°17’43.94 132°19’14.16 漢字＋かな 1956 年 1945 年 9 月 17 日 土石流 0
18 天井川改修記念碑 三原市小泉町 34°22’12.90 132°59’23.06 漢字＋かな 1956 年 1952 年 7 月 洪水 0
19 昭和二十六年災害復旧記
念碑
廿日市市中道 34°22’55.34 132°05’16.76 漢字＋かな 1956 年 1951 年 10 月 14 日 洪水？ 6
20 慰霊碑 江田島市江田島町切串四丁目 34°16’44.62 132°28’44.90 漢字＋かな 1965 年 1945 年 9 月 17 日 洪水・土石流 145
21 水難之碑 三原市木原五丁目 34°23’39.88 133°08’51.36 漢字＋かな 1968 年 1967 年 7 月 9 日 洪水・土石流 7
22 水害遭難之碑 呉市蒲刈町大浦 34°10’37.96 132°45’06.48 漢字＋カナ 1968 年 1967 年 7 月 9 日 土石流 5
23 慰霊碑 江田島市江田島町大須 34°17’13.06 132°26’25.33 漢字＋かな 1969 年 1945 年 9 月 17 日 洪水 46
24 京大原爆災害調査班遭難
記念碑
廿日市市宮浜温泉一丁目 34°16’18.37 132°15’12.56 漢字＋かな 1970 年 1945 年 9 月 17 日 土石流 156
25 社殿再建之碑 竹原市田ノ浦一丁目 34°20’29.58 132°54’52.92 漢字＋かな 1979 年 1967 年 7 月 9 日 土石流 0
26 慰霊碑 山県郡安芸太田町江河内 34°35’26.99 132°17’18.24 漢字＋かな 1989 年 1988 年 7 月 20 ～21 日 土石流 11
27 災害碑 山県郡安芸太田町下殿河内 34°35’17.84 132°17’23.46 漢字＋かな 1991 年 1988 年 7 月 20 ～21 日 土石流 11
28 復旧記念碑 山県郡安芸太田町寺領 34°35’18.24 132°14’51.86 漢字＋かな 1992 年 1988 年 7 月 20 ～21 日 土石流 3
29 ルース台風を偲ぶ 広島市佐伯区湯来町 34°31’25.93 132°18’46.44 漢字＋かな 1992 年 1951 年 10 月 14 日 洪水・土石流 40
30 昭和二十年水害
慰霊碑
江田島市江田島町大原 34°15’54.65 132°27’10.44 漢字＋かな 1993 年 1945 年 9 月 17 日 洪水 17
31 平成 5 年発生災害復旧記
念碑
山県郡安芸太田町田吹 34°33’12.42 132°12’31.79 漢字＋かな 1995 年 1993 年 7 月 27 日 土石流 0
32 慰霊碑 呉市宮原七丁目 34°13’54.84 132°33’37.66 漢字＋かな 1995 年 1945 年 9 月／1967 年 7 月 土石流 309/14
33 忘れまい大災害 広島市佐伯区五日市町上河内 34°24’51.91 132°21’17.17 漢字＋かな 2012 年 1999 年 6 月 29 日 土石流 10
34 平成 22 年庄原豪雨災害
篠堂川　復旧記念碑
庄原市川北町 34°54’52.09 133°02’56.80 漢字＋かな 2014 年 2010 年 7 月 16 日 土石流 1
35 鎮魂の碑 広島市安佐南区八木三丁目 34°28’54.26 132°29’38.54 漢字＋かな 2015 年 2014 年 8 月 20 日 土石流 65
36 土砂災害記念碑 広島市安佐南区緑井七丁目 34°28’26.47 132°28’38.50 漢字＋かな 2015 年 2014 年 8 月 20 日 土石流 65
37 慰霊碑 広島市安佐南区八木三丁目 34°28’51.49 132°29’16.87 漢字＋かな 2015 年 2014 年 8 月 20 日 土石流 65



































































































5 〇 安古市町誌 × ×
8 〇 安芸町誌 ×
9 × 畑賀の歴史
10 × × × ×






























































































































































石碑 31　 平成 5年発生災害復旧記念碑（山県郡安芸
太田町田吹）





















































































































 （2016 年 8 月 31 日受付）
 （2016 年 12 月 6 日受理）
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昭和六三年七月二十日夜半広島県西北部を襲った集中豪雨は、加計町・戸河内町・筒賀村に局地的な大災害をもたらした。加計町においては 江河内谷川、峠谷川、山城川をはじめ町内各地において未曾有 土石流が発生 死者十一名 負傷者十名、住家の全壊流失三十三戸、半壊 戸、一部破壊六戸床上浸水四十三戸、床下浸水百七十一戸という寛政八年以来の大水害を被った。
 




今次の災害は、 河川の洪水によるものと異なり 予想だにしないものであり防災施設の整備はもちろん、災害防止には常に意 新たにすることを肝に銘
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昭和廿七年七月の豪雨は實に五十年來のもので其の被害は県下各地に及び古老も未曾有と稱する所であつた此の豪雨は仝月二日本村 襲來 て被害甚大惨禍凄絶正に空前絶後村民をして長嘆息せしめた村民一同は危險を豫想して徹宵警戒に當って居たが自然の猛威は人力のよく抗すべくもなく仝日午前八時十分天井川堤防湯原垣内の一角は轟然たる音響と共に決壊し滔々 たる濁流は水往となり に冲する数十米我々 村民 恐怖の餘唯茫然自失するのみであつた斯して堤防の決潰八百米耕地は十五町歩に亙って土砂埋没一面の砂漠と化し家屋其の他の被害は末記の如くであつた元來本村の河川は河床が耕地より廿米も高處にあり恰も髙架水道の観を呈し不自然なるこの構築に早晩何等
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キニ彌リ恪勤村政ニ竭シテ治績大ニ擧リ聲望蔚然トシテ闔村其ノ徳ヲ景仰セリ大正十五年昭和三年ノ両度ニ亙ル山津浪ニヨル稀有ノ水害ハ死者三十四名流失家屋十数戸ヲ出シ惨狀目ヲ蔽ハ ム モノアリ 深ク之憂ヒ蹶然起ツテ其ノ救恤ニ心血ヲ濺ギ河川改修ノ大工事ヲ完遂シ全村ヲ水魔ノ惨禍ヨリ救ヘリ又國民学校ノ改築農地ノ改良車道ノ改修溜池ノ築造等業績挙ゲテ數フ可
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広島県内における水害碑の碑文資料
































































































































































































安芸郡の北の境に呉娑々 宇山は高くそびえ、山の南に畑賀村がある。矢賀谷川、横井手川、西垣内川、水谷川、為角川を集めて畑賀川 なる。川は村の南北を貫いて、海田湾に注ぐ。大正十五（一九二六）年九月十一日の明け方、連日の激しい雨のため、山 南東の山麓六十余町が突然崩れた。土石流の勢いは猛烈であった。土石流が川に達すると、激しい流れによって土砂が川に堆積し、田は流れ、大きな木や巨岩はあちこちに散らばり、肥沃な土地はちまち辺り一面荒れ地に変わってしまった。家屋・田畑・道路・堤防・橋梁の多くが流出し、人や家畜の死傷も多い。その惨状は筆舌 尽くしがたい。近くの村の人々 は、この災害の様子を聞いて衣服 食料を急いで贈ってくれた。さらには小屋を作ったり 被災者百名 村校に二十日あまり収容したりした。時は流れ、一万人の人が 流された人々 を六 間 わたって捜索し、
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大正五（一九一六）年秋九月六日未明、広島県安佐郡の一部が激しい雷雨に見舞われた。暫くして後雷雨は収まったが、この時安村の安川が激流となって堤防が決壊し 折しも住民たち 熟睡しており 呼びかけることはできなかった。せき止められた川が決壊して奔流と化 激流に飲み込まれたもはすべて倒壊し水没した。宅地や田畑は砂礫に埋まり流され荒廃した。家屋の垂木隅木などの残骸は泥土に埋まっている。高所も低地もその惨状はひどく、言い表すことができない その最大の被害はなんといっても村役場であり、備え付け 公文書案・戸籍・帳簿が流失して まった まさ 村の存亡の時機であった。復興計画が定めることができず、復旧作業に着手することもできず、村民たちは茫然自失したまま ある。当時 県知事である馬淵氏は被害報告を受けて、県参事会議を開き補助復旧工事案を策定 、金二万余円を支出すること 決めた。そして県郡の役人を現地に派遣し復旧工事を監督させた。また、陸軍第五師団の一部隊や安佐郡内の町村や諸団体が 作業の人員支援の期間や義援金の延長・増額を行 てくれた。また他府県や海外に出稼ぎに出たも からの 捐 ・弔慰金も多く寄せられた。この時、安村村長佐々 木牧太、県会議員田中重太郎と村の自治機関が復興計画の策定と遂行に力の限りを尽くし 最も貢献した。
 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治四十（一九〇七）年夏七月。蒸し暑い日々 が続き、長雨のいやな気配が地上を覆っていた。 ついに十五日の夜明けころ、 前代未聞の集中豪雨が降り、河川の水が溢れ出した。土石流が発生し、一瞬のうちに家屋四十三軒が壊滅し、四十四名が死亡した。部落中泣き叫ぶ声が聞こえるのみであった。この惨状は何にも言い表すことはできない 被災後、人々 はあまり 悲嘆に何も手を付けることができなかった。この惨状を知った天皇の仁愛なる御心による下賜金は、母親の恵みに勝るものであっ この集落は広範囲から義援金を頂戴し、一万円もの巨額に達した。衣類食料等も数えられないほど支援をうけた。このような支援によって活路を開くこと できた。 れは、天皇太平の世にして下さっているおかげである。現村長の菅田茂四郎氏は今回の
110
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十何日も降り続き地盤が緩んでいた。そこに短時間の集中豪雨がおきたために崖が崩れて川をせき止め、水の勢いが増し、土石流を引き起こしたのである。土石流は山裾を震わし巨岩を転 し、大木をなぎ倒しながら猛烈な勢いで大地を浸し流れていった。土石流によって流された家屋 おぼれ死んだ人や家畜は数えきれないほどだ 村民はただただ呆然となすすべを知らず、途方に暮れた。 そのようななかで村長菅田氏は復興に奔走 村人を激励 、指揮した。村人は濁流の中で水死体を探したり、海に漂う器物を回収し 。三日三晩寝ずに働き救済に非常に力を尽くした。この土石流被害と菅田村長の救護活動は天皇に報告され、 被災者支援金と て百三十余円が下賜された。他府県からの義捐金も多額であった。 菅田氏の災害後の対処は実に手際よく、被災者たちは菅田氏に大いに感謝した。また、 は復興のために水路・道路・側溝を改築して水害を防ごうと考え しかし、治水工事につ 発議し審議を求めた村会で 賛成が得られなかったので、村費は支給されなかった。そこで菅田氏は県・郡に治水工事 陳情した。そ 請願はもっともであったので、ついに県から 五千五百円、郡からは四百余円の予算を得た。岩石破砕用の火薬の費用は実に数百円にも及んだが、それはこの治水工事がいかに難工事であったかを物語っている。工事は凡そ二年で完成した。完成したとき、村民全員が菅田氏の功績をたたえ、 （当初は予算措置に反対した）村会議員 ちまでその功が労われ 。先日、被災者達が集まって次のような相談をした。すなわち こ 度の未曾有の災害にあ って 私たち 救護と復興に尽力した菅田氏の功績を決して忘れてはならない。 の災害の 害と菅田氏の功績を絶対に後世に伝えて なければなら い。 ま そ、私たち村民の手で菅田氏の功績を顕彰 る石碑 建立するまたと 機会だ、 と。このような石碑建立 気運が高まった頃、村民に頼まれた菅田氏 県庁を訪
111
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目磊砢間見破噐折梁埋没沙中漂蕩海面耳先是淫霖 旬土壤為鬆而一旦霈雨急漲崩崖流域自壅水勢積重及其一決震盪山脚轉巨石倒大木滲々 蕩々 所觸流溺家屋人畜幾不可量衆惋愕不知所為里正管田君奔走激勵指揮郷人或探屍於濁流式
【現代語訳】
 
明治四十（一九〇七）年の夏、長雨が連日続き、県内は大洪水となった。特に安芸郡矢野奥海田坂村では雨が甚だひどかった。矢野村は山間にあり、本川と西川という二本の川が南北に流れている。被害を最も引き起こしたのは本川である。七月十五日の夜明け頃、激しい雷鳴と豪 起こり、本川の水位が上昇し氾濫したが、ちょうどその時、 人 床に就いており、彼らに対して呼びかけることはできなかった。氾濫した水流は建物を押し流し、水没しないものはな った。一気に水 押し寄せ、岩石が宅地跡 折り重なり、土砂が田畑に堆積し、家の柱である垂木・隅木が折れて横 わり、村が土砂に覆われてしまったこ 惨状は言い表すことはできな 本川 水源は南東の山間 あり、幅 約数メー トルほどで、平時は穏やかな流れでわずかに踵がつかるほどの深さしかない。本川が一晩でこれほどの大災害を引き起こすと誰が予想できたであろうか。その惨状は、観る者に水害の予測 がたいことを驚嘆させるものであった。被災者に当時のことを聞くと 被災者が言うには、盆 ひっくり返したような雷雨があって、 ばらくして上流から うどうがらがら 響く音が聞こえて ので、上を見ると濁流と礫が混ざり巨大な塊となっているのが見えた。屏風 にそびえるほどの高さがあり、押し寄せてくるその勢 はまるで砲弾のようだった。ここに至 ようやく周りに大声で呼びかけた 、余りにも突然であった。これから先ど な かわからなかった。人々 は互いに助け合う猶予はなかった。各々 が ろうじて身一つで逃れた。今に てみればまるで夢幻のよう 、ただ戦慄を覚えるのみである、とのことである。 （この証言からも）当時の状況が、想像でき であろう。このことは、近隣や遠方 伝わり、義捐金や弔慰金が ても多かった。今、矢野村村長黒田範清氏が私（宗像政）の元を訪れ 。黒田氏が言う
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明治丁未之夏愁霖連日縣下大水就中安芸郡矢野奥海田阪村爲太甚矢野村在于岡阜之間渓流二派貫通南北曰本川曰西川而其最爲害者爲本川七月十五日昧爽迅雷甚雨本川暴漲駕出雨岸時人尚在蓐中不能鼓衆以積灰以故横流縦勢所觸者無不覆没焉奔流一過則嵒石磊砢宅趾砂礫堆積田園椽桷残敗横乎泥土陵谷之惨不可名状本川發源於東南山 幅員數弓平 潺湲之流纔可没踵誰思一朝爲如斯大害使観者驚異於水害之叵測焉聞之遭難者曰雷雨翻盆頃刻聴上流鼕々 戞々 之響仰視則見濁水與石礫混爲大團矗立如屏障而轉下其勢似急彈於是大聲呼警而事出倉卒末如之何人々 不遑相救各僅得以身免今而憶之如夢如幻唯覺戦粟耳當時之状可以想見矣事播遠近捐吊頗多今茲矢野村長黒田範清君来謁余曰郷予村罹不測之災将就荒廃之時獲恤於江湖君子村民感奮従事今也殆復舊態焉実爲高誼之賚又如此 蓋屬稀有 變則安可不傳之久遠乎請爲記之余當時未在本縣之任然於災害状況已詳聞焉乃容其請誌之梗概且掲其被害之數示後云
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六拾四人
 
傷者六拾弐人
 
 
家屋流失
 
壱百五拾弐棟
 
田園宅地埋没
 
六拾壱町餘
 
義捐金収受額壱万弐壱千七百六拾円餘
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水害之碑
 
